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Jan． Feb． Jan． Feb．
SS 8，000 0．7340
NHゴH 0，457 0，412 0．0522 0．0378
NO2－N 0，012 0，011 0．0014 0．0010
NO3－N 0，430 0，567 0．0491 0．0522
T－N 2，585 2，650 0．2951 0．2443
POべP 0，037 0，023 0．0042 0．0022
T－P 0，078 0，028 0．0089 0．0026
Table　3　The　observed　values　of　the　total　nitrogen
　　　　and　the　total　phosphorus　in　Kasumigaura
　　　　and至n　Fukuoka　city
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Figure　2．　The　computational　reg量on　and　the　sewer
　　　　　system．
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値は30g／人／日であると仮定された．他の場合の汚濁
負荷は次式によって評価された．
　　　　　b－a
PL＝PLo一一△
　　　　　　a
（7）
ここに，PL：1人の1日あたりの汚濁負荷量，　PL。：
標準家庭における1人の1日あたりの汚濁負荷量，
a：平均家族数，b：家族数，△：家族数が平均値を超え
て多いために減じられる汚濁負荷量，である．
　今回，数値シミュレーションを行うにあたり排水量
は190！／人／日とし，これらが朝昼晩の3回の食事時に
それぞれ1時間にわたって排出されるものと仮定した．』
排水量は平面流への入力データとして取り扱った．ま
た，降雨により大気中から洗い落とされる非点源汚濁
負荷は，降下粉塵の1月観測より得られたデータをも
とにして算出した．すなわち，天空の浮遊粉塵が降雨
開始後1時間で降下するものと仮定して計算すれば，
非言詞汚濁負荷原単位は0．0456g／m2となった．
　晴天時における汚濁負荷流出量の計算結果を現況に
対して求めれば，Figure　3のようになる．　Figure　3の
上図はT－N負荷量を，下図はT－N濃度をそれぞれ示
している．また，同図中には，従来観測を行ってきた
放水口でのT－Nも示されている．ここに負荷量，濃度
それぞれの計算値と観測値とを比較すれば，両者は必
ずしも一致しているとは言えないが，計算に用いられ
た仮定を考えれば当然のことである．何故ならば，住
民が如何なる生活様式をしているかを一義的に決定す
ることなどは不可能であり，そのようなことを考慮す
れば本シミュレーション結果はオーダー的な見積りと
理解されねばならない．これらのことを勘案すれば，
数値解析に用いられたT－N原単位は比較的妥当なも
のであるとみなされる．
　次に，分流式下水道の敷設前後における水域への影
響の変化について考察する．Figure　4は，分流式下水
道の敷設前後における水域への影響評価を行った結果
が示されている．ここに，実線は点源・非点源汚濁負
荷を考慮した場合の計算結果であり，現在の降雨時に
おける汚濁流出量に相当している．一方，破線は非点
源汚濁負荷のみを考慮した場合の計算結果であり，分
流式下水道敷設後における汚濁流出量に相当している．
分流式下水道敷設後における雨水管からの放流水は，
現在のものと比較して，濃度的には約1／4に，また，
10分間あたりの汚濁負荷量は約1／5に減少している．
しかしながら，下水道敷設後も依然として放水口から
汚濁負荷流出があり，ピーク時の量は0．3kg／10min．と
なっている．これを累積汚濁負荷量の観点から考察す
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Figure　3．　Comparison　between　the　calculated　and
　　　　　the　observed　values　of　the　total　nitrogen．
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Figure　4．　Predicted　values　of　total　nitrogen　before
　　　　　and　after　completeness　of　the　sewer　sys－
　　　　　tem．
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験に鑑みれば，治水対策も疎かにできない．総合的な
水管理を行い，好ましい環境を創っていくためにも8），
本論で示された観測を系統的に実施し，流域から水域
に流出する汚濁負荷を極力抑制することが重要である．
　最後に，降下物捕集器の設置などでは，田川久幸諌
早市助役を初めとする諌早市職員の方々に種々ご高配
を賜った．ここに記して深謝致します．また，本論で
取り上げられた現地観測を実施するにあたっては，環
境開発工学講座の平山康志技官，ならびに，同講座河
川工学研究室の大学院生，等等生の助力を得た．併せ
て，感謝致します．
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Figure　5．　Accumulated　values　of　total　nitrogen
　　　　　before　and　after　completeness　of　the
　　　　　SeWer　SyStem．
れば，1降雨あたりについて下水道敷設前の値の約1／
4に相当する2．5kgの汚濁負荷が水域へ流出すること
になる（Figure　5）．
6．結　　　論
　都市域から放出される点源・非点源汚濁物質が水域
に及ぼす影響を評価するために，汚濁流出予測を行っ
た．そのため，最初に，都市域から排出される汚濁負
荷の流送過程を予測する数値解析モデル：NUMER－
OUS－EXTENDEDを提案した．
　次に，諌早市役所屋上で降雨時に大気中から洗い落：
とされる降下粉塵量を観測し，非点源汚濁負荷を評価
した．これらの観測で求められた値を検討した結果，
諌早市（長崎県）の降下粉塵は雲仙普賢岳の噴火の影
響を少なからず受けていることが認められた．
　最後に，数値解析モデル：NUMEROUS－EXTEN－
DEDを現地に適用し，雨水排水渠からの汚濁流出解析
を行った．計算値を放水口での観測値と比較すること
により，本モデルが流出汚濁負荷量の概略値を算出す
る上で有効なことが示された．また，降下粉塵の観測
値を用いて分流式下水道敷設後の雨水管からの放流水
水質を予測したところ，現時点での水質よりは改善さ
れるものの，依然として汚濁負荷流出はなくならない
ことが示された．
　今回の研究を進めるにあたって研究フィールドに選
ばれた諫早市は，本明川下流で諫早湾干拓事業が進展
する等，快適な水環境を実現していく上で多くの問題
を抱えている．また，1957年7月25日の諌早水害の経
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